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◆

以
前
に
も
取
り 

 

 
 
 

上
げ
ま
し
た
が
、 

 
 
 

Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
の
八 

 
 
 

代
〜
人
吉
間(

通
称 

 
 
 

川
線)

が
開
通
し
て

百
年
。
記
念
日
に
あ
た
る

六
月
一
日
に
は
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、

特
別
列
車
も
走
り
ま
す
。

地
元
は
も
と
よ
り
全
国
の

鉄
道
フ
ァ
ン
が
注
目
し
て

い
ま
す◆

人
吉
の
知
人
か

ら
老
舗
旅
館
鍋
屋
に
残
る 

資
料
に
つ
い
て
興
味
深
い

話
を
聞
き
ま
し
た
。
民
俗

学
の
体
系
を
確
立
さ
せ
た

柳
田
国
男
氏
が
同
館
に
明

治
四
十
一
年
六
月
十
三
〜

十
五
、
十
七
日
に
宿
泊
、

七
月
十
三
日
か
ら
は
五
泊

六
日
の
逗
留
を
し
て
い
る

の
で
す◆

当
時
、
柳
田
氏

は
法
制
局
参
事
官
と
い
う

お
役
人
。
五
月
下
旬
に
博

多
を
出
て
九
州
各
地
を
視

察
す
る
途
中
、
開
通
直
後

の
肥
薩
線
で
人
吉
入
り
。

鍋
屋
の
主
人
に
平
家
落
人

集
落
の
話
を
聞
き
、
鹿
児

島
、
宮
崎
県
下
を
回
っ
た

後
、
椎
葉
を
訪
ね
ま
し
た

◆

柳
田
民
俗
学
を
確
立
さ

せ
た
き
っ
か
け
は
鍋
屋
の

宿
泊
と
い
う
の
も
誇
張
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
人
や
物

資
だ
け
で
な
く
文
化
も
運

び
育
て
る
役
割
を
鉄
道
が

果
た
し
て
い
た
、
と
改
め

て
感
じ
ま
す◆

現
天
皇
皇

后
両
陛
下
は
じ
め
、
岸
信

介
、
竹

下

登
、
福

田

赳

夫
、
小
渕
恵
三
、
細
川
護

煕
と
い
っ
た
総
理
経
験
者

が
五
人
も
宿
泊
者
記
録
に

残
っ
て
い
る
の
も
同
館
の

歴
史
を
教
え
て
く
れ
ま

す
。
（
Ｘ
） 

も
み
じ
館
で
の
「
山
野
草
展
」

よ
り
『
ブ
カ
ン
岩
切
草
』 

 

四
月
十
九
日
、
二
十
日
の
両
日
、

元 

岡
原
村
役
場
横
の
「
も
み
じ

館
」
に
お
い
て
『
球
磨
川
山
野
草
愛

好
会
』
倉
元 

蕃
会
長
と
『
熊
日
多

良
木
・
岡
原
販
売
セ
ン
タ
ー
』
の
共

催
で
山
野
草
展
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
員
の
皆
さ
ん
が
、
手
塩
を
か

け
て
育
て
ら
れ
た
も
の
所
が
狭
し
と

約
五
百
鉢
が
展
示
さ
れ
、
ま
た
、
即

売
用
に
鉢
物
や
苗
も
用
意
さ
れ
ま
し

た
。
白
色
や
黄
色
、
桃
色
な
ど
か
れ
ん

な
花
が
来
場
者
の
目
と
心
を
和
ま
せ
て

い
ま
し
た
。
岡
原
、
多
良
木
を
は
じ

め
、
球
磨
村
か
ら
も
団
体
さ
ん
が
訪
れ

四
百
人
を
超
す
程
の
賑
わ
い
で
し
た
。 

 

「
秋
の
山
野
草
展
」
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

白花カッコウ草 
ギボウシ 

震
災
で
、

9

カ
月
前
に

新
築
し
た
家
の
中
は
め
ち
ゃ

め
ち
ゃ
に
な
っ
た
。
家
族

5
人
は
全
員
無
事
だ
っ
た

が
、
正
二
さ
ん
は

30

分
も

す
る
と
傾
い
た
玄
関
ド
ア
を

こ
じ
開
け
、
飛
び
出
し
て

行
っ
た
。
生
後

3

カ
月
の

妹
は
泣
き
や
ま
ず
、
母
久
子

さ
ん(

40)

が
「
お
父
さ
ん
ど

こ
行
く
の
」
と
不
安
そ
う
な

表
情
を
浮
か
べ
た
。
そ
の
後

３
、
４
ヵ
月
間
、
父
は
深
夜

に
帰
宅
す
る
日
が
続
い
た
。

風
邪
で
高
熱
が
あ
っ
て
も
出

勤
し
た
。
近
所
の
父
親
た
ち

は
水
運
び
や
自
宅
の
修
理
を

し
て
い
る
。
「
一
番
大
事
な

時
に
い
な
い
。
家
族
を
放
っ

て
仕
事
に
行
く
な
ん
て
」
と

腹
が
立
っ
た
。
一
方
で
「
ど

う
し
て
あ
ん
な
に
一
生
懸
命

に
な
れ
る
ん
だ
」
と
も
思
っ

た
。
答
え
を
求
め
て
、
県
立

舞
子
高
校
の
全
国
で
唯
一
の
環

境
防
災
科
に
進
学
し
た
。
一
年

夏
の
授
業
。
震
災
の
時
、
水
圧

が
足
り
ず
、
わ
ず
か
な
水
し
か

出
な
い
ホ
ー
ス
を
燃
え
さ
か
る

建
物
に
向
け
、
何
と
か
消
火
し

よ
う
と
し
て
い
る
消
防.

士
の
写

真
を
見
た
。
「
救
え
た
は
ず
の

命
が
救
え
な
か
っ
た
」
と
悔
や

む
消
防
士
の
証
言
も
聞
い
た
。

父
か
ら
は
、
神
戸
市
長
田
区
の

が
れ
き
の
下
で
女
性
2
人
を
見

つ
け
た
こ
と
、
そ
の
2
人
は
こ

た
つ
で
身
を
寄
せ
あ
い
、
既
に

亡
く
な
っ
て
い
た
こ
と
を
教
え

ら
れ
た
。
「
本
当
に
つ
ら
か
っ

た
の
は
お
父
さ
ん
だ
っ
た
ん

だ
」
。
進
む
べ
き
道
が
見
え

た
。
一
年
間
予
備
校
に
通
い
、

昨
年
11
月
、
正
二
さ
ん
と
同
じ

明
石
市
消
防
本
部
に
内
定
し

た
。
合
格
の
知
ら
せ
を
誰
よ
り

も
喜
ん
だ
正
二
さ
ん
は
「
困
っ

て
い
る
人
に
頼
ら
れ
『
あ
り
が

と
う
』
と
言
っ
て
も
ら
え
る
存

在
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待

し
て
い
る
。
▼
毎
日
新
聞
２
０

０
８
年
１
月
１７

日
付
朝
刊
掲
載 

多
久
和 

勲
さ
ん 

69
歳 

 
 
 
 
 

（
兵
庫
県
） 

 

阪
神
大
震
災
の
と
き
、
私
は
兵

庫
県
の
警
察
官
だ
っ
た
。
出
勤
日

の
早
朝
、
自
宅
で
被
災
し
た
の
だ

が
、
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
に
な
っ
た
家

具
な
ど
に
埋
も
れ
な
が
ら
、
途
方

に
暮
れ
た
妻
と
長
女
が
、
私
が
出

て
行
く
の
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
よ

う
と
、
懸
命
に
腕
を
引
っ
張
っ
た

の
を
覚
え
て
い
る
。 

私
は
、
社
会
に
貢
献
し
た
い
と

い
う
純
粋
な
志
を
抱
い
て
警
察
官

に
な
っ
た
け
れ
ど
、
直
接
「
人
助

け
」
を
す
る
度
合
い
の
よ
り
大
き

い
、
消
防
士
の
仕
事
は
あ
こ
が
れ

の
対
象
だ
っ
た
。
被
災
し
た
自
宅

か
ら
、
引
き
留
め
よ
う
と
す
る
家

族
を
振
り
切
っ
て
出
勤
し
た
神
戸

市
の
石
川
さ
ん
。
当
時
５
歳
く
ら

い
だ
っ
た
息
子
さ
ん
は
、
そ
う
い

う
父
親
が
、
自
分
た
ち
を
放
っ
た

ら
か
し
に
し
て
い
く
よ
う
に
思

え
、
親
子
間
に
は
確
執
が
続
い

た
。
し
か
し
、
父
親
の
職
務
の
崇

高
さ
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ

阪
神
大
震
災
で
救
助
活
動
に
奔
走

し
た
兵
庫
県
明
石
市
消
防
署
の
救
急

救
命
士
、
石
川
正
二
さ
ん(

41)

＝
神

戸
市
垂
水
区
＝
の
次
男
雄
太
さ
ん(

18

）
が
今
春
、
同
県
消
防
学
校
に
入

校
す
る
。
震
災
直
後
、
家
族
を
残
し

て
救
助
活
動
に
向
か
っ
た
父
に
、
一

時
は
反
発
心
を
抱
い
た
。
し
か
し
、

高
校
の
授
業
な
ど
を
通
じ
「
一
人
で

も
多
く
の
命
を
救
い
た
い
」
と
い
う

当
時
の
消
防
士
の
思
い
を
知
っ
た
。

父
の
背
に
命
の
大
切
さ
を
教
え
ら

れ
、
同
じ
道

を
歩
む
。 

【
山
口
朋
辰
】 

（
幼
い
時
、
明

石
市
の
消
防
イ

ベ
ン
ト
に
出
か

け
た
時
の
写
真

を
父
正
二
さ
ん

と
一
緒
に
見
る

石

川

雄

太

さ

ん 

） 

た
息
子
さ
ん
は
、
自
分
も
消
防
士
に

な
る
こ
と
を
決
め
た
。
危
険
性
の
大

き
い
職
業
を
あ
え
て
選
ん
だ
息
子

と
、
動
機
付
け
を
し
た
こ
と
に
な
る

父
親
の
、
写
真
に
見
る
素
晴
ら
し
い

笑
顔
。
心
の
中
に
明
る
い
灯
の
と
も

る
思
い
の
し
た
記
事
で
あ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

▼
毎
日
新
聞
２
０
０
８
年
１
月
17
日

付
朝
刊
を
読
ん
で 

 

４
月
６
日
は 

 

「
新
聞
を
ヨ
ム
日
」
。 

日
本
新
聞
協
会
は
こ
の
日
に
合
わ

せ
て
「
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
２

０
０
７
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
多
く

の
記
事
と
コ
メ
ン
ト
が
集
ま
り
そ
の

中
か
ら
大
賞
等
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

新
聞
協
会
の
お
許
し
を
得
て
転
載
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

世
知
辛
い
世
の
中
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
で
も
、
こ
ん
な
ハ
ッ

ピ
ー
な
記
事
が
全
国
に
は
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
読
ま
れ
て
自
分
の
心
が

温
か
く
な
る
の
を
実
感
し
て
く
だ
さ

い
。 熊

日
多
良
木
・ 

 
 
 
 

岡
原
販
売
セ
ン
タ
ー 

 多良木ジュニアバレーボールクラブ（沢村研史監督）では、部員

を募集しています。現在、創部６年目で着実に力を付けてきてお

り、今年のＴＫＵカップ新人戦では念願のベスト８に進出しまし

た。また、南九州大会では、準決勝で県の強豪チーム滑石ＪＢＣに

勝って準優勝しました。現在、６月の全国大会予選に向けて練習に

励んでいます。指導者も揃っており低学年から学年に応じた指導や

練習方法で毎週、月、水、金の３日間、１８時から２０時までの２

時間、多良木町民体育館を中心に練習していますので、一度練習を

見に来てください、６年生も大歓迎です。詳しくは多良木町役場

（教育振興課）執柄健一さん迄。ＴＥＬ４２－６１１１（内線３５２） 



 
 

愛
犬
ペ
ル
で
す 

 

ポ
メ
ラ
ニ
ア
ン
の
雄
で
７
歳
（
人
間
で
は
44
歳
）

食
べ
物
に
目
が
無
い
、
好
奇
心
旺
盛
な
愛
犬
で

す
。 

 
   

飼
い
主
：
多
良
木
町
多
良
木 

 

 
 
 
 
 
  

吉
田
国
彦
さ
ん 
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 ◇交差点における出会い頭の交通事故多発！ 

 多良木警察署管内においては、交通事故が多発しています。 

特に、交差点における出会い頭の交通事故が発生件数全体の約４割

をしめています。 

 交差点における交通事故の原因としては、左右の安全不確認や徐

行不履行などが主なものとなっています。 

 交差点では、徐行や一時停止、左右の安全確認を確実に行い、十

分に注意して通行してください。 

 多良木警察署管内事故発生件数 

 （平成２０年４月１５日現在） 

  発生件数  ２６件（+１０） 

  死者    ０人 （-１） 

  傷者    ３７人（+２０） 

  交差点事故 １１件（+４） 

  ✵（ ）内は昨年比 

 ◇後部座席もシートベルトの着用を！ 

 道路交通法の改正により、後部座席のシートベルトの着用が義務

化されます。車に乗ったら、前も後ろも、まずシートベルトの着用

をしましょう。 

 平成２０年６月施行 

 ★ 後部乗員がシートベルト非着用の 

 場合、着用のときに比べると 

 ・本人の致死率は４倍 

 ・本人の車外放出率は２倍 

 ・前席乗員の頭部重傷率は５１倍 

 

 ●３つの危険 

 ①自分自身が大きな被害 ②車外放出の危険 ③前席同乗者への加害  

あさぎり町岡原南 

鶴本 雄斗
たけと

くん（６歳） 

    将士
そうし

くん（５歳） 

        悠大
はるき

くん（３歳） 

        雅也
まさや

くん（８ヵ月） 

父：鶴本識
つね

博
ひろ

さん 母：真紀さん 
◎毎日とっても元気いっぱいの４兄弟！！いつまでも兄弟仲良く、

たくましい男になってね！ 

多良木町黒肥地 

山口 友
ゆ

万
ま

ちゃん（５歳）  

      美優
み ゆ

ちゃん（２歳） 

        総
そう

くん（７ヵ月）  

    功
こう

くん   (７ヵ月) 

父：純司さん  

母：有紀さん 
◎双子が生まれて、上の二人は 

大分お姉ちゃんになりました。みんな仲良く元気に育って下さい。 

多良木町多良木 

藤本 一期
いちご

くん（４歳） 

    和貴
かずたか

くん 

          （１歳６ヵ月） 

父：直樹さん 母：恵美さん 
◎一期は「一期一会」から、 

和貴は聖徳太子の「１７条 

憲法」から、どちらもみん 

なと仲良くなって欲しいと 

願って名付けました。 

 人吉・球磨えびね展

が４月１９、２０日の

２日間、錦町の農業就

業改善センターで開か

れました。人吉・球磨

えびね会（椎葉利次代

表）会員の１０名が自

慢の花を約３００鉢持

ち寄り競いました。１

９日には宮崎県や山口

県からのマイクロバスの団体さんも訪れ、えびね蘭愛好家の熱意に

敬服しました。また、４月２６、２７日には、宇城市のウイング松

橋で熊本県えびね連合会主催（後援：熊本日日新聞社）による、え

びね展も開催されます。約５００鉢の展示が予想されます、また販

売もありますので早めに足を運ばれてはいかがでしょうか。 

多良木町黒肥地 

東 朝
あさ

太郎
たろう

くん（３歳）  

     奈保子
なおこ

ちゃん（２歳） 

     龍之
りゅうの

佑
すけ

くん(７ヵ月) 

父：健一郎さん  

母：ルミさん 
◎元気いっぱいの３人組で

す。これからもすこやかに

育って下さい。早く大きくなって一緒に焼酎飲みましょう。 

施設長 東 松代先生 きく組（１１名）：担任 吉鶴 緑先生 

年長さんの自覚が出て来て、年中さんのお世話を良くしてくれる

様になりました。最近では野菜を植えたり給食当番や規律訓練な

ど楽しみにしている、元気で賑やかな子供たちです。 


